
1. 研究の背景と目的

　 特別養護老人ホームは 1963 年の老人福祉法制定とと

もに創設された介護居住施設である。効率的に介護が行

えるよう集団処遇が前提の空間計画がされ、4 人部屋と

廊下、食堂・ホールを中心とした「施設的」な環境が一

般的だった。そのため、居住環境が十分でないものが多

い。また、築 40 年前後経過した施設も多く、老朽化に

よる建て替えの時期が迫っている施設も多い。

　一方、施設のあり方はこの 20 年で大きく変化してき

た。介護のための施設から暮らしの場としての施設づく

りに焦点が移り、個室を前提とし、より家庭的な環境で、

個別的なケア（ユニットケア）を推進するようになった。

　本研究では、多床室・大規模処遇型から個室・ユニッ

トケア型への建て替え・移転を予定している施設を対象

として「環境移行」の観点から、施設空間とケアの変化

が入居者と介護職員の生活やケアに与える影響（効果）

を明らかにすること目的とする。同じ利用者（入居者・

職員）がそのまま新しい施設環境に移行することにより、

空間の変化が与える影響をとらえることが容易となる。

　今回は建て替え前の入居者と介護職員の行動と空間利

用の実態を記録・分析することで新施設移行前の状況を

確認し、建て替え後の比較研究に繋げるものとする。

2. 調査対象施設の概要及び調査方法　

　調査対象の S施設は、山梨県上野原市にある。従来型

の特養 (定員 81 名 ) であり、4つのフロア (介護単位 )

で構成されている ( 表１)。調査は 2019 年 6 月 12 ～ 14

日の 3 日間行った。1 日目は施設内のベッドや家具の配

置などを確認し平面図に記録（予備調査）、2 日目は入

居者の行動観察調査（7 時～ 19 時）を行った。フロア

毎に 4 人の調査員を配置し、10 分毎に入居者の「滞在

場所」「行為」「姿勢」「支持具」を記録した。3 日目は

職員の追跡調査（7時～ 19 時 30 分）を行った。19 名の

介護職員を対象に各 1 人の調査員が帯同し、1 分毎に介

護職員の「滞在場所」「行為」「姿勢」等を記録した。

3. 調査結果

3-1. 入居者の調査結果

　全体の滞在割合の分析より、共用部での滞在が多いこ

とが示された（図 1）。行為では「無為」や「睡眠」で 5

割以上を占め、共用部に居るものの活動が少ない(図2)。

姿勢は「イス座位」が多い。車イスで生活をしている入

居者が 85.2% を占めていることと関係する (図 3)。

特別養護老人ホームの建て替えに伴う環境移行に関する研究

～建て替え前施設の入居者及び介護職員の行動と空間利用の様態～

石井研究室　　佐藤　夏穂

　　　　　　　高橋　大都

　入居者の空間利用の様態から生活タイプを分類すると

4 つの類型が確認された。半数以上の入居者が「共用部

滞在型」だが、その他に「双方滞在型」や「移動型」も

見られ、移動による場所の転換が多い入居者もいる。(図

4)。またフロアの平面構成の違いから、空間利用や行為

の相違もみられる (図 5,6)。

3-2. 介護職員の調査結果

　直接介護量（入浴・排泄・食事などに係る介助）の

発生状況とその量の分析より、介護職員によって 66.7% 

～ 18.1% と直接介護量に差異がみられた。平均要介護

度が低い旧館 2階では、入居者一人当たりが受ける直接

介護量は 8.1 分 / 人と低い。基本的な生活がプログラム

化されている状況が介護の提供状況からも見て取れる。

4. まとめ

　本調査より、入居者の半数以上がホールで生活してい

る実態が明らかになった。また、施設主導のスケジュー

ルにより生活が展開してた。一方で、入居者の個々によ

る生活様態の相違や、フロアの形状による空間利用や行

為に違いも見られた。空間のあり方が空間利用に少なか

らず影響している。また、空間が単調な構成のため生活

も単調になっている。自力で移動できない人も多く、同

じ空間で長く過ごす状況が生じる。

　建て替え後の施設では、心地の良い環境づくりと同時

に、職員との関わりや日常的な刺激をいかにして生み出

していくかも課題となる。建て替えによる環境移行が、

空間の利用様態や介護にどのような影響が及ぼすのか、

継続的な調査が必要となる。
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表 1. 入居者属性

男性
女性

軽度
中度
重度

全体 旧館1階

19(23.5%) 4(21.1%)

88.8歳 88.6歳

33(41.3%) 5(26.3%)
27(33.7%) 7(36.8%)

87.6歳 89.1歳 90.４歳

性別

入居者数

平均年齢

4(17.4%) 5(20%) 6(42.9%)
62(76.5%) 15(78.9%) 19(82.6%) 20(80%) 8(57.1%)

旧館2階 新館2階 別館1階
81 19 23 25 14

2(14.3%)7(28.0%)4(17.4%)7(36.8%)20(25.0%)

平均要介護度 3.5 3.7 3.1 3.7 3.6

8(34.8%) 13(52.0%) 7(50.0%)
認知
症度

11(47.8%) 5(20.0%) 5(35.7%)



車イス

※黒塗は介護職員

図 5-1. 空間利用 旧館 1階 (11：50 昼食）

立位椅座位臥位
姿勢パターン

図 5-2. 空間利用 旧館 2階　（12：30 昼食後）

図 5-3. 空間利用 新館 2階　（15:00 おやつ後）
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図 6-1. 旧館 1階の行為割合

図 6-2. 旧館 2階の行為割合

図 6-3. 新館 2階の行為割合
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図 1. 入居者全体でみた滞在割合 図 2. 入居者全体でみた行為割合 図 3. 入居者全体でみた姿勢割合
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図 4. 入居者の生活タイプ
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図 7. 介護職員の直接介護量


